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ワイヤレス環境に適したマルチキャスト情報配信技術に関する研究 
 
本調査研究においては、「ワイヤレス環境に適したマルチキャスト情報配信技術

に関する研究」と題して 2 年間の調査期間で、ワイヤレス環境で 1 対多型通信
であるマルチキャストを効率的に実現する技術について研究を行った。1対多通
信であるマルチキャスト通信をワイヤレス環境で実現する際には、有線環境と

異なり、様々な技術課題が発生する。まず、輻輳制御の観点から、マルチキャ

スト輻輳制御で用いられる代表ノードアプローチを適用した場合には、輻輳制

御の観点からは無視してもよい無線環境の劣化によるパケットロスを代表ノー

ド選択に考慮することで、代表ノードが大きく変動する問題が発生する。本研

究では、この代表ノード変動問題を解決する手法として、有線・無線境界ルー

タが支援する方法と、エンドホストのみで対応する方法を提案した。両方式と

もに、マルチキャスト受信ノードの増加に伴うスループット劣化を改善してい

ることをシミュレーションにより明らかにした。 
 アプリケーションレベルマルチキャストに対しては、無線ホストがツリー上

に存在する場合には、その下流に位置するホストの性能が大きく劣化すること

から、無線ホストをツリーの葉にできるだけ配置するツリー構成法を提案した。

性能評価により、提案方式によりロバストなツリーが構成されることを明らか

にした。 
 アドホックネットワークにおいては、受信ホストごとに伝送ホップ数が大き

く異なる環境が一般的となることから、ツリー構成ノードの一部が輻輳制御プ

ロキシとして動作し、ツリーをある程度小規模のサブツリーに分割する手法を

提案した。この方式により、サブツリー内の受信ノードのホップ数をある程度

均一化でき、マルチキャスト輻輳制御方式のスループット特性を大きく改善で

きることを明らかにした。 
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